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学校週五日制と学力問題４５

少傾向にあることは複数の調査で明らかである（注12)。したがって,算数・
数学,理科の学力では総じてまだ国際的にはトップクラスにあるといえるが，
安心することなく，今後とも授業時間の確保や授業の質の向上などの努力を
おこたらないという姿勢が正しいであろう。
大学生については，調査結果を待つまでもなく，大学の大衆化，入試負担
の軽減，伝統的な教養を軽視している社会の風潮などを考えてみても，おそ
らく全体の平均は低下しているであろう。
ただし，今の子供たちや若者について欠点ばかりを見てはいけない。現に

学力は,IEA(国際教育到達度評価学会)の国際数学･理科教育調査でも,0ECD
の学習到達度調査(PISA)でも，外国と比べて見劣りするわけではない。今
の若者は概してボランティア精神が旺盛で，明るく外向的である。健全な愛
国心もある。個別に見れば，たのもしい若者はたくさんいると思う。
今回の学力問題について筆者の見解をまとめれば，次のようになる。
①学力低下の懸念をまったく否定してしまうことはできないと思う。しかし，
それは社会的な背景なども考慮した判断であり，小中学校から一律に多く
の知識を詰め込めばよいという問題ではない｡既に昭和４０年代に失敗の歴
史があるし，今は教室での学習の成立がもっとむずかしくなっている。
②子供の一般的な学力は社会現象の一つであり,生活実態が反映されている。
体力・運動能力の低下はその典型である。学習意欲には特に社会の成長発
展への活力，国民の向上意欲が大きく関係している。向上心を高めるよう
な競争型社会への変革が必要であるし,教育システム全体の改革によって
対処すべき問題である。ただし，小中学校の教育では学力保障や国民とし
ての連帯意識の形成も重要であり，競争原理は抑制されるべきである。

③小中学校は国民の基礎教育の場である。その教育はバランスの取れたもの
でなければならない。従来から読・書・算は十分重視されている。普通基
礎教育の在り方を高等教育の立場や科学技術教育の立場のみで考えるべき
ではない。大学は学生の現状を前提として大学自体の教育努力をすべきで
あろう。

④高度専門家の養成については，すべての子供に過重な負担を強いるのでは
なく，希望や能力・適性に応じて別途に考えるべきであり，社会の人材需
要の見通しに立った養成が必要である。
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学校週五日制と学力問題４９

でありたいというのが自然な考えである。したがって戦前も戦後も，義務教
育のレベルはいろいろ変化してきたが，大学のレベルは一定であろうとし，
そのための調整は中等教育に集約されがちであった。
現在の大学・短大は同一年齢層の半数が学ぶところとなり，一般的なレベ
ルは下がらざるをえないが，ある割合では国際レベルの教育を維持しなけれ
ばならない。高校は今や事実上すべての生徒が学ぶところとなり，一律にか
つてのようなレベルの教育内容を課すことはできないが，その中で適性・能
力を伸長させるコース分化が必要である。結局，大学や高校では競争原理を
基本とせざるをえない。しかし,義務教育は国民の基礎教育の場であるから，
どちらかといえば進度の遅い子供たちの指導に力を入れるべきであり，競争
原理は抑制されるべきである。
読み書き計算が義務教育では大切だとしばしばいわれているが，日本では
明治以来，修身，国語，算術に比重を置きつつ，歴史，地理，理科，図画，
唱歌，裁縫があり，掃除や運動会なども学校の教育としてやってきた。これ
が日本の学校教育の特徴であり，そのよさもある。五日制の下では，地域に
移せるものは移し，学校はなるべく従来よりも教科指導に時間を取ることを
期待したいが，そうはいっても日本の教育の伝統である教科外の活動をどれ
だけ減らせるかはむずかしい問題である。

(4)一般的な教育と高度専門家の育成
日本ではかつては国民全体の教育にも高い水準の教育を課し，その中で学

問への適性を示した人々が大学まで進んで高度な知識の担い手となるという
システムであった。今日の学力低下論にも，この従来型の発想が強い。日本
では中小企業や商店を含む産業全体の働き手の平均的な能力が高く，それが
日本の経済の成功につながったというわけである。しかし，このシステムは
すべての国民を学問的適性という一つの尺度のみで選別する傾向があり，無
理な学習を国民に強い，今や学校不適応の多くの問題を生んでいる。日本の
中小企業の生産性が高いというのも思い込みにすぎない。
国の第一線の科学技術の水準と一般の子供の数学や理科の成績とはほとん
ど関係がない。アメリカでも，イギリスでもIEAの数学・理科の学力調査の
結果は日本よりだいぶ低い。それでも先端科学技術の水準はどうか。米英の



5０特集学力問題と生涯学習

一流大学のレベルはどうか。アメリカの一般公立小中学校の理数科の学力レ
ベルは日本より低い。アメリカでは中学校以上では理数系科目は選択制が一
般的のようである。それでも，アメリカの成人の科学リテラシーは日本より
高いという調査があり（注13),企業の生産性も低いとはいえないのである。
これからは我が国においても，一般的な教育の在り方と高度専門家育成の

教育とは分けて考えざるをえない。もちろんその中間には連続的に多様な進
路選択を準備しておくことも必要である。アメリ力始め多くの国々では，進
度の遅い子供への補習教育だけでなく，小学校から優秀な子供への取り出し
指導も行われる。
日本でも高等学校以後は学校の自由な競争と適性・能力に応じた取り出し

指導が必要である｡飛び級も大学と大学院の入学年齢に関しては平成14年度
から一般的な制度に拡大された。これに対応して私立の中高等学校で校内の
指導体制をそれに向けて整える動きも見られる。日本社会が変わりつつある
ことを感じるが，制度の活用を期待する。
なお，高度専門家の育成については，今後どのような分野でどのくらいの

人材が必要となるのか，その需要にふさわしい養成と，社会での処遇の面の
対策が必要である。

(5)科学への敬遠感をなくす教育
日本の成人は科学技術に対する関心や科学技術概念の理解度が低いという

調査結果（注13）がある。IEAの数学や理科の学力比較調査では，日本の小
中学生は，高い得点を取るが，嫌いな生徒の割合が諸外国よりも高いという
結果がある。両者には関係があるであろう。算数は小学校からあまり人気が
ないが，理科は小学校では好かれている。中学，高校と上がると嫌いな生徒
がふえてくる。この傾向はいろいろな調査結果に共通して見られる（注１４）
が，その原因はやはり中学，高校では数学や理科が多くの生徒にとってはむ
ずかしく，それが成人後の科学技術への敬遠感を生んでいると思う。逆に無
理な一律の教育をしない欧米諸国の方が成人後も科学技術への関心を持ち続
けているのである。
高度な内容で，授業時数をふやせば理数科はますます嫌われるであろう。
昭和38年度から４７年度までの10年間は,高校普通科ですべての生徒に物理，
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学校週五日制と学力問題５３

ない大学生」２０００．３，「算数ができない大学生」2001．４いずれも東洋経済新報社
発行
(9)加藤幸次・高浦勝義「学力低下論批判」黎明書房,2001.8,中野重人「学力低下
論とゆとり教育」明治図書,2002．1,無藤隆「学力低下論への挑戦」ぎようせい，
２００２．４，吉川成夫「本当の学力がつく「新しい算数｣」小学館,2002．９
ｍ市川伸一「学力低下論争」ちくま新書359,2002.8
伽文部省「教育課程実施状況に関する総合的調査研究（中学校)」（平成7,8年度）
の結果（同一問題での昭和57,58年度との比較で理科に低下傾向が見られる｡)，ほ
かにも澤田利夫の2000年12月の小学生についての算数の調査など。
⑫IEA数学・理科教育調査では1999年と1995年の中学生の勉強時間の比較が行わ
れている（国立教育政策研究所｢数学教育･理科教育の国際比較」ぎようせい,2001･
４）
⑬文部科学省科学技術政策研究所「科学技術に関する意識調査」2001年２～３月調
査や全米科学財団「科学工学指標1998｣(NSF$@Science&Engineeringlndicators
l998"）
側例えば，国立教育研究所「理数に関する関心調査」平成８年３月


